
は
じ
め
に

　

２
０
１
５
年
1
月
か
ら
実
施
に
な
る
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
動
物
福
祉
州
法
（
Ｐ

ｒ
ｏ
ｐ
２
）
の
養
鶏
業
界
へ
の
影
響
等
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　

本
誌
２
０
１
３
年
夏
季
特
大
号
に
、「
米

国
養
鶏
業
界
（
主
に
採
卵
業
界
）
に
お
け

る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
動
物
福
祉
）

の
現
状
」
と
題
し
て
、
筆
者
は
米
国
動
物

愛
護
協
会
（
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
と
採
卵
生
産
者

協
会
（
Ｕ
Ｅ
Ｐ
）
を
訪
問
、
小
売
市
場
調

査
等
を
行
っ
た
内
容
を
「
米
国
で
は
、
鶏

肉
に
お
い
て
消
費
者
に
動
物
福
祉
が
認
知

さ
れ
始
め
て
い
る
が
、
一
歩
先
を
行
く
採

卵
業
界
に
お
い
て
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
は
市

民
権
を
持
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
」

と
報
告
し
た
。

　

最
初
に
、
動
物
福
祉
の
原
則
で
あ
る
鶏

の
五
つ
の
自
由
を
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

①
飢
え
と
渇
き
か
ら
の
自
由
、
②
物
理
的

不
快
か
ら
の
自
由
、
③
痛
み
、
病
気
、
怪

我
か
ら
の
自
由
、
④
恐
怖
、
苦
悩
か
ら
の

自
由
、
⑤
正
常
行
動
を
表
現
す
る
自
由
で

あ
る
。動
物
福
祉
に
重
要
な
箇
所
と
し
て
、

⑤
鶏
の
正
常
行
動
（
つ
ま
り
自
然
な
行
動

要
求
）
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、採
卵
鶏
で
は
、

止
ま
り
木
へ
止
ま
り
、産
卵
用
巣
づ
く
り
、

爪
と
ぎ
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
ン
グ
等
で
あ
る
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
は
、
砂
遊
び
、
十
分
な
空

間
、
適
切
な
刺
激
等
で
あ
る
。

　

採
卵
鶏
の
飼
養
設
備
で
あ
る
エ
ン
リ
ッ

チ
ド
ケ
ー
ジ
（
改
良
型
ケ
ー
ジ
）
は
、ケ
ー

ジ
の
中
に
止
ま
り
木
、
巣
箱
、
砂
浴
び
場

を
設
置
し
、
ケ
ー
ジ
全
体
の
床
面
積
自
体

も
大
き
く
し
た
も
の
で
、
従
来
の
バ
タ

リ
ー
ケ
ー
ジ
よ
り
も
動
物
福
祉
に
配
慮
し

た
飼
養
シ
ス
テ
ム
と
い
わ
れ
て
い
る
。
改

良
型
ケ
ー
ジ
は
米
国
で
は
エ
ン
リ
ッ
チ
ド

コ
ロ
ニ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

１
．
米
国
で
の
採
卵
鶏
の

　
　

動
物
福
祉

 　

現
在
、
米
国
の
採
卵
業
界
は
飼
養
設

備
に
関
し
て
三
つ
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
。
一
つ
は
「
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
、

ま
た
は
平
飼
い
鶏
舎
（
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
含

む
）」
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
１
月
以
後
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
で
消
費
さ
れ
る
卵

は
こ
の
タ
イ
プ
の
ケ
ー
ジ
ま
た
は
鶏
舎
等

米
国
の
Ａ
Ｗ
最
新
動
向
―
２
０
１
５
年
１
月
に
実
施
に
な
る

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
動
物
福
祉
州
法
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
）の
影
響

㈱
イ
シ
イ
代
表
取
締
役
社
長
　
竹
内 

正
博



で
生
産
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
つ

目
は
住
民
投
票
制
度
が
あ
る
23
州
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
除
く
）
で
は
「
エ
ン

リ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
ケ
ー
ジ
」
で
あ
り
、
従

来
型
ケ
ー
ジ
と
同
様
で
あ
る
が
、
必
要
に

よ
り
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
に
転
換
で
き

る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
選

択
は
、
住
民
投
票
制
度
の
な
い
26
州
で
従

来
型
ケ
ー
ジ
の
道
も
あ
る
。
飼
養
設
備
は

州
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

　

50
州
か
ら
な
る
米
国
で
は
、
24
州
の
住

民
が
住
民
投
票
で
州
法
を
可
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
24
州
の
中
で
、
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ミ
シ

ガ
ン
、
オ
ハ
イ
オ
の
各
州
は
、
す
で
に
住

民
投
票
で
従
来
型
ケ
ー
ジ
に
よ
る
採
卵

鶏
の
飼
養
禁
止
州
法
を
可
決
し
て
い
る
。

５
州
の
人
口
は
全
米
の
21
％
に
当
た
る

６
６
０
０
万
人
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
１

月
に
従
来
型
ケ
ー
ジ
を
禁
止
す
る
初
め
て

の
州
が
、
全
米
人
口
の
12
％
に
当
た
る
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
あ
る
。

　

こ
の
５
州
で
は
、
採
卵
経
営
者
は
他
の

州
（
住
民
投
票
制
度
を
持
た
な
い
26
州
）

で
採
卵
農
場
を
建
設
し
、
他
の
州
で
従
業

員
を
雇
用
し
、
他
の
州
で
卵
を
生
産
・
販

売
し
、
他
の
州
で
税
金
を
支
払
う
と
い
う

こ
と
が
起
こ
り
得
る
。
近
い
将
来
、
19

州
（
24

５
）
も
、
５
州
と
同
様
の
州
法

を
住
民
投
票
で
可
決
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
う
し
た
州
法
の
影
響
も
あ
り
、
動

物
福
祉
に
配
慮
し
た
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵

の
市
場
占
有
率
は
２
０
１
１
年
の
５
％
か

ら
２
０
１
２
年
に
は
８
％
に
増
加
し
て
い

る
。

２
．
米
国
で
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

　
　

動
物
福
祉

 

２
０
１
３
年
度
米
国
年
間
ブ
ロ
イ
ラ
ー

出
荷
羽
数
が
88
億
羽
と
し
て
、
動
物
福

祉
認
定
ブ
ロ
イ
ラ
ー
羽
数
は
、
１
・
４
億

羽
（Global A

nim
al Partnership

認

証
）、
０
・
６
億
羽
（Certified H

um
ane

認
証
）、
6
億
羽
（A

m
erican H

um
ane 

A
ssociation 

認
証
）
の
合
計
8
億
羽
と

す
る
と
、
米
国
ブ
ロ
イ
ラ
ー
羽
数
全
体
の

約
一
割
と
推
測
出
来
る
。
主
な
理
由
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
州
法
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２

の
実
施
を
２
０
１
５
年
１
月
よ
り
予
定
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
イ
ン
テ
企
業
の
90
％
は
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
動
物
福
祉
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実

行
し
て
お
り
、
定
期
的
に
第
三
者
の
外
部

監
査
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
外
部
監
査

は
動
物
福
祉
を
測
定
す
る
指
標
の
採
点

を
行
っ
て
お
り
、
業
界
平
均
の
監
査
結

果
は
90
点
位
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
し
、
米
国
の
評
価
合
計
点
７
８
５
は
、

企
業
責
任
（
55
）、
孵
卵
場
（
１
３
５
）、

農
場
飼
育
（
２
５
５
）、
捕
獲
と
輸
送

（
80
）、
処
理
場
（
２
６
０
）
か
ら
成
っ
て

い
る
。
農
場
飼
育
評
価
は
全
体
の
32
％
に

し
か
な
ら
な
い
の
で
、
多
く
の
イ
ン
テ

企
業
の
評
価
は
90
点
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
９
月
に
大
手
ブ
ロ
イ
ラ
ー
イ
ン
テ
企

業
、
タ
イ
ソ
ン
社
を
訪
問
し
た
際
、
動
物

福
祉
外
部
監
査
報
告
書
を
見
る
機
会
が

あ
っ
た
。
確
か
に
企
業
の
良
い
評
価
を
確

認
で
き
た
。
ま
た
動
物
福
祉
に
つ
い
て

も
、
も
う
少
し
具
体
的
な
指
標
が
盛
り

込
ま
れ
て
、
２
０
１
４
年
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の

動
物
福
祉
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
０

年
版
）
が
改
訂
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

３
．
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
と

　
　

連
邦
法
案

３
．
１
．
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
（
Ｐ
ｒ

ｏ
ｐ
２
）

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
と
は
ケ
ー
ジ
内
飼
育
家
畜

に
関
す
る
基
準
で
、
州
民
発
案
の
法
令
で

ケ
ー
ジ
内
の
飼
育
を
禁
止
し
、
違
反
は
罰

金
と
な
る
。
こ
の
法
令
は
２
０
０
８
年
11

月
４
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
行
わ
れ

た
投
票
の
結
果
、
賛
成
63
・
２
％
、
反

対
36
・
８
％
で
可
決
さ
れ
、
２
０
１
５

年
１
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

２
０
１
０
年
７
月
に
鶏
卵
の
ケ
ー
ジ
フ

リ
ー
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
業
者
に
も

義
務
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
州
外
の
鶏

卵
業
者
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
卵
を
出

荷
す
る
た
め
に
は
、
今
後
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

に
切
り
替
え
る
か
、
鶏
が
自
由
に
動
き
回

り
羽
を
伸
ば
す
こ
と
の
で
き
る
ケ
ー
ジ
に

入
れ
替
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

法
令
の
概
要
は
「
肉
用
の
子
牛
や
採
卵

鶏
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
母
豚
が
寝
転
が
っ
た

り
、
立
っ
た
り
、
反
対
の
方
を
向
い
た
り
、

羽
を
広
げ
る
の
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
輸
送
や
家
畜
の
駆
り
集
め
、
卸

売
市
場
で
の
管
理
、
法
で
認
め
ら
れ
た
と

畜
、
研
究
、
治
療
の
際
を
除
く
。
違
反
し

た
場
合
は
、 

軽
微
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て

１
０
０
０
ド
ル
以
下
の
罰
金
か
、
１
８
０

日
以
下
の
禁
固
刑
を
科
す
」
―
―
と
い
う

も
の
。
同
提
案
の
採
択
は
、
従
来
型
の

ケ
ー
ジ
飼
育
の
実
質
的
な
禁
止
に
つ
な
が

る
た
め
、
全
米
の
鶏
卵
生
産
者
ら
は
Ｕ
Ｅ

Ｐ
な
ど
を
通
じ
て
反
対
運
動
を
展
開
し
て

い
た
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
全
住
民
約

３
６
０
０
万
人
の
う
ち
、
約
１
０
０
０
万

人
が
投
票
し
、
賛
成
票
は
約
６
２
６
万
票

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
法
令
が
、
米
国
で

採
択
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
同
州
の
レ
イ
ヤ
ー
飼
養
羽
数
は

約
１
９
９
０
万
羽
で
全
米
第
５
位
。
州
外

特集 2014年の鶏卵肉産業



の
養
鶏
場
は
同
州
で
消
費
さ
れ
る
卵
の
半

分
を
出
荷
し
て
い
る
。

３
．
２
．
連
邦
法
案（King Am

endm
ent

）

　

州
法
は
連
邦
法
案
（K

ing A
m

end 
m

ent

）
可
決
で
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
連
邦
法
案
で
は
、「
あ
る
特

定
の
州
法
は
他
州
に
影
響
を
与
え
な
い
」

と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

２
０
１
０
年
７
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
令
は
鶏
卵
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
を
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
業
者
に
も
義
務
化
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
連
邦
法
案
が
可
決
さ

れ
る
と
、
州
外
の
養
鶏
場
は
従
来
型
ケ
ー

ジ
飼
育
の
卵
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
出
荷

で
き
る
。
た
だ
し
、
米
国
で
は
州
外
と
の

取
引
商
品
数
は
百
何
十
に
も
及
ぶ
た
め

に
、
こ
の
連
邦
法
案
は
多
く
の
業
界
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
キ
ン
グ
氏
は
ア
イ

オ
ア
州
の
国
会
議
員
で
あ
り
、
ア
イ
オ
ワ

は
全
米
で
最
も
多
く
採
卵
鶏
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
州
で
も
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
11
月
22
日
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
事
務

局
長
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
氏
に
こ
の
連
邦
法
案

成
立
の
可
能
性
を
聞
く
と
、
次
の
よ
う
に

答
え
て
く
れ
た
。「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
成
立
可

能
性
は
40
％
位
で
あ
る
」　

さ
ら
に
、
日

本
の
採
卵
業
界
は
動
物
福
祉
に
今
後
ど
う

対
応
す
べ
き
か
を
聞
い
た
。
そ
の
返
事
は

「
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
を
評
価
し
、
積

極
的
に
こ
の
分
野
に
業
界
と
し
て
先
取
り

を
す
る
。
そ
し
て
、
動
物
福
祉
団
体
と
相

談
を
し
て
、
一
緒
に
検
討
し
結
論
を
出
し

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

 

３
．
３
．
採
卵
農
場
と
太
平
洋
岸
養
鶏
協

会
訪
問

　

２
０
１
３
年
12
月
５
日
に
、
筆
者
は
㈲

北
海
道
種
鶏
農
場
の
川
上
社
長
と
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
近
く

の
モ
デ
ス
ト
町
に
あ
る
ジ
ェ
イ
エ
ス
グ

ル
ー
プ
（JS　

W
est and Com

panies

）

（
写
真
１
）
を
、
6
日
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

市
に
あ
る
太
平
洋
岸
養
鶏
協
会
（Pacific 

Egg and Poultry A
ssociation

）（
写

真
２
）
を
訪
問
し
て
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
に
つ

い
て
話
を
伺
っ
た
。

　

創
業
１
９
４
７
年
の
ジ
ェ
イ
エ
ス
グ

ル
ー
プ
は
３
０
０
名
の
従
業
員
で
運
輸
・

飼
料
工
場
・
採
卵
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

３
代
目
経
営
者
の
ウ
エ
ス
ト
会
長
は
Ｕ

Ｅ
Ｐ
の
役
員
で
も
あ
り
、
自
社
で
成
鶏

１
８
０
万
羽
を
飼
育
し
て
い
る
。
３
分
の

１
の
飼
育
シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
エ
ン
リ
ッ

チ
ド
ケ
ー
ジ
に
切
り
替
え
、
残
り
の
３
分

の
２
の
従
来
型
ケ
ー
ジ
は
、
州
法
に
適
合

す
る
ケ
ー
ジ
に
改
造
、
ま
た
は
エ
ン
リ
ッ

チ
ド
ケ
ー
ジ
に
建
て
替
え
る
方
向
で
あ

写真１　ジェイエスグループのウエスト会長（中央）
写真２　太平洋岸養鶏協会のマードック事務局長

（左から 2番目）
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る
。
２
０
１
５
年
１
月
に
す
べ
て
の
飼
育

シ
ス
テ
ム
は
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
に
適
合
す
る
よ

う
に
設
備
に
す
る
た
め
に
、
会
社
は
大
き

な
設
備
投
資
を
予
定
し
て
い
る
。

　

会
長
に
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と

メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
飼

料
要
求
率
の
悪
化
と
設
備
投
資
の
た
め
に

生
産
コ
ス
ト
が
1
ダ
ー
ス
当
た
り
10
セ
ン

ト
高
く
な
る
こ
と
、
産
卵
率
と
育
成
率
は

改
善
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
イ
オ
ア

州
か
ら
の
輸
送
運
賃
は
1
ダ
ー
ス
当
た

り
12
～
14
セ
ン
ト
す
る
の
で
、
地
元
生

産
・
地
元
販
売
は
競
争
力
を
保
て
る
と

も
言
わ
れ
た
。
ま
た
、
エ
ン
リ
ッ
チ
ド

ケ
ー
ジ
で
生
産
さ
れ
た
卵
は
快
適
な
飼
育

（Com
fort Coop

）
ブ
ラ
ン
ド
名
で
大
手

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
セ
ー
フ
ウ
ェ
イ

（
写
真
３
）
等
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

動
物
福
祉
は
、
羽
を
伸
ば
せ
て
、
止

ま
り
木
、
毛
づ
く
ろ
い
、
ネ
ス
ト
よ
り

広
い
ス
ペ
ー
ス
、A

m
erican H

um
ane 

A
ssociation 

認
証
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。

エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
で
生
産
さ
れ
た
卵

の
売
値
は
従
来
型
ケ
ー
ジ
よ
り
高
く
す
る

の
は
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
会
長
は
消

費
者
に
次
の
よ
う
な
要
望
を
言
わ
れ
た
。

「
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
生
産
コ
ス
ト
が

１
ダ
ー
ス
当
た
り
10
セ
ン
ト
高
く
な
る
の

で
、
消
費
者
が
１
ダ
ー
ス
当
た
り
20
セ
ン

ト
高
く
買
っ
て
く
れ
る
と
有
難
い
の
だ

が
」

　

翌
日
、
お
会
い
し
た
太
平
洋
岸
養
鶏

協
会
の
マ
ー
ド
ッ
ク
事
務
局
長
（
写
真

2
）
は
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
っ
て
く
れ
た
。「
こ
の
動
物
福
祉
の

州
法
は
鶏
の
飼
養
ス
ペ
ー
ス
に
の
み
限
定

し
て
お
り
、
数
字
的
な
基
準
は
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
。
２
０
０
８
年
11
月
に
こ
の

州
法
が
作
ら
れ
て
、
２
０
１
５
年
1
月
に

州
法
が
実
施
さ
れ
る
。
わ
ず
か
６
年
間
し

か
猶
予
期
間
が
な
い
。
太
平
洋
岸
の
ワ
シ

ン
ト
ン
州
と
オ
レ
ゴ
ン
州
の
州
法
実
施
猶

予
期
間
は
15
年
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
常
に
一
番
に
規
制
を
作

り
規
則
を
実
施
し
、
全
米
に
嫌
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
州
は
都
会
の
集
合

体
で
あ
り
、
最
先
端
を
い
く
知
識
層
が
集

ま
っ
て
い
る
」

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
２
は
飼
育
密
度
を
問
題
視
し

て
い
る
の
で
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
へ
の

影
響
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
市
場
占
有
率

80
％
を
占
め
る
フ
ォ
ス
タ
ー
フ
ァ
ー
ム
社

は
、
鶏
の
生
産
に
つ
い
て
動
物
愛
護
団
体

（A
m

erican H
um

ane A
ssociation

）

か
ら
認
証
（
写
真
４
）
を
取
得
し
て
、
動

物
福
祉
会
社
を
強
調
し
て
い
る
。
会
社
は

６
カ
月
前
よ
り
動
物
福
祉
の
認
証
を
取
得

し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
認
証
マ
ー
ク
は
包

装
パ
ッ
ク
に
シ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
た
。

４
．
議
員
連
盟

４
．
１
．
日
本

　

米
国
か
ら
２
年
遅
れ
て
、
２
０
１
３
年

４
月
24
日
に
採
卵
業
界
で
「
自
由
民
主
党

養
鶏
議
員
連
盟
」
が
、
続
い
て
8
月
7
日

に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
で
「
自
由
民
主
党
国

産
食
鳥
産
業
議
員
連
盟
」（
写
真
５
）
が
、

設
立
総
会
を
開
催
し
、
会
長
に
大
島
理
森

氏
（
衆
・
青
森
３
区
、
東
日
本
大
震
災
復

興
加
速
化
本
部
本
部
長
、
元
副
総
裁
）
を

選
出
し
、
正
式
に
採
卵
鶏
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
議
員
連
盟
と
し
て
発
足
し
た
。
今
後
と

も
わ
が
国
の
食
鳥
産
業
が
維
持
・
発
展
で

き
る
よ
う
、
議
員
連
盟
の
先
生
方
に
国
産

鶏
肉
産
業
が
生
き
残
れ
る
よ
う
に
食
鳥
検

査
料
の
無
料
化
等
の
施
策
を
期
待
し
た

い
。

 

４
．
２
．
米
国

　

２
０
１
３
年
6
月
26
日
に
、
米
国
鶏

卵
生
産
者
（U

nited Egg Producers=

Ｕ
Ｅ
Ｐ
）
の
チ
ャ
ッ
ド
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ
（
写
真
７
）（
前
ジ
ー
ン
・
グ
レ
ゴ

リ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
息
子
さ
ん
）
を
㈲
北
海
道

種
鶏
農
場
の
川
上
社
長
と
筆
者
は
訪
問
し
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た
。
話
合
い
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た

グ
レ
ゴ
リ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
言
葉
は
、
約
３
時

間
の
意
見
交
換
が
終
わ
る
頃
に
聞
い
た
質

問
「
エ
ッ
グ
ビ
ル
（
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー

ジ
飼
養
連
邦
法
案
）
成
立
可
能
性
は
何
％

で
す
か
？
」
に
対
す
る
次
の
返
事
で
あ
っ

た
。「
2
週
間
前
の
連
邦
法
成
立
可
能
性

は
70
％
か
ら
75
％
で
あ
っ
た
が
、
今
は

１
％
か
ら
２
％
に
な
っ
て
い
る
」。

　

つ
ま
り
、
エ
ッ
グ
ビ
ル
の
成
立
可
能
性

は
な
く
な
っ
た
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
言
っ
た
の
で

あ
る
。
再
度
、
２
０
１
３
年
11
月
に
Ｃ
Ｅ

Ｏ
に
聞
く
と
、「
エ
ッ
グ
ビ
ル
成
立
可
能

性
は
２
％
」
と
変
わ
ら
な
い
返
事
が
返
っ

て
き
た
。

　

２
０
１
３
年
９
月
18
日
に
、
筆
者
は
一

般
社
団
法
人
日
本
食
鳥
協
会
の
西
塚
専
務

と
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（
写
真
８
）
を
訪
問
し
て
、
ロ

エ
ニ
ッ
ク
事
務
局
長
と
食
鳥
検
査
制
度
と

ブ
ロ
イ
ラ
ー
議
員
連
盟
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
事
務
局
長
の

言
葉
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
食
鳥
検
査

料
の
負
担
に
つ
い
て
条
件
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
食
鳥
検
査
は
、
国
が
食
鳥
検
査

料
を
支
払
う
べ
き
制
度
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
と
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
予
算
の
30
％

を
ロ
ビ
ー
活
動
に
当
て
て
お
り
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
議
員
連
盟
が
２
０
１
１
年
に
設
立
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
日
本
と
米
国
の
食
鳥
検
査
制
度

に
お
け
る
相
違
点
は
食
鳥
検
査
料
の
負
担

者
で
あ
る
。
米
国
で
は
、
食
鳥
検
査
料
は

税
金
で
支
払
わ
れ
て
お
り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

イ
ン
テ
企
業
は
検
査
料
を
支
払
っ
て
い
な

い
。
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
ロ
エ
ニ
ッ
ク
事
務
局
長
は

我
々
に
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
く
れ
た
。

「
米
国
に
輸
出
す
る
鶏
肉
は
、
独
立
性
と

客
観
性
の
観
点
か
ら
国
の
税
金
が
使
用
さ

れ
た
食
鳥
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
食
鳥
検
査
料
の
民
間

企
業
負
担
で
食
鳥
検
査
制
度
に
合
格
し
た

鶏
肉
は
、
米
国
へ
の
輸
出
は
認
め
ら
れ
な

い
。
食
鳥
検
査
は
国
が
食
鳥
検
査
料
を
支

払
う
べ
き
制
度
で
す
」

　

わ
が
国
は
米
国
と
違
い
、
国
内
の
採
卵

鶏
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
民
間
企
業
が
食
鳥
検

査
費
用
を
負
担
し
て
い
る
の
で
、
米
国
に

地
鶏
等
の
日
本
特
産
の
鶏
肉
を
輸
出
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
食
鳥
廃
棄
率

は
米
国
平
均
０
・
５
％
に
比
べ
て
国
内
は

２
～
４
％
と
高
く
、
し
か
も
都
道
府
県
に

よ
る
格
差
も
大
き
い
。
今
後
は
米
国
へ
の

食
鳥
肉
の
輸
出
と
食
鳥
検
査
制
度
の
独
立

性
と
客
観
性
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

40
名
の
上
院
と
下
院
国
会
議
員
か
ら
な

る
米
国
チ
キ
ン
議
員
連
盟
（Congress 

ional Chicken Caucus 
と
し
て
２
０
１
１

年
度
設
立
）（
写
真
６
）
は
米
国
ブ
ロ
イ

ラ
ー
業
界
の
た
め
に
働
い
て
い
る
。
Ｎ

Ｃ
Ｃ
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
を
主
な
仕
事
と

し
て
お
り
、
年
間
予
算
2
０
０
万
ド
ル

（
約
２
億
円
）
の
35
％
（
７
０
０
０
万
円
）

を
、
委
員
会
（Political A

ction Com
 

m
ittee

）に
20
万
ド
ル（
２
０
０
０
万
円
）、

３
名
の
ロ
ビ
ー
活
動
人
件
費
に
50
万
ド
ル

（
５
０
０
０
万
円
））
と
重
点
的
に
充
て
て

い
る
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
主
な
ロ
ビ
ー
活
動
は
、

エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
と
し
て
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
義
務
化
の
撤
回
、
つ
ま
り
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
以
外
の
原
料
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を

行
う
よ
う
法
律
の
改
訂
を
目
指
し
て
い

る
。
加
え
て
、
米
国
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産

は
契
約
農
家
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

が
、
政
府
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
イ
ン
テ
企
業
と

契
約
農
家
と
の
契
約
に
干
渉
し
て
き
て
い

る
の
で
、
イ
ン
テ
企
業
は
農
家
と
の
自
由

な
契
約
を
政
府
に
要
求
し
て
い
る
。
米
国

で
は
採
卵
業
界
で
も
ロ
ビ
ー
活
動
が
盛
ん

だ
が
、
議
員
連
盟
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

５
．
国
内
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
の

　
　

課
題
と
対
策

　

動
物
福
祉
は
政
治
課
題
で
あ
り
、
消
費

者
課
題
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国

際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
が
こ
の
世
界
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基
準
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
動
物
福
祉

は
鶏
卵
と
鶏
肉
を
食
す
る
消
費
者
だ
け
が

対
象
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
類
に
向
け

ら
れ
た
大
き
な
分
野
で
も
あ
る
。
個
人
的

な
意
見
を
言
え
ば
、
基
本
的
に
動
物
福
祉

の
主
な
目
的
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
人
畜
共
通
感
染
症
予
防
に
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

米
国
か
ら
動
物
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
は
多
い
。
２
０
１
３
年
５
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ

総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
動
物
福
祉
と
ブ
ロ

イ
ラ
ー
生
産
基
準
コ
ー
ド
」
を
順
守
す
る

場
合
に
、
国
内
ブ
ロ
イ
ラ
ー
業
界
で
は
公

益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え

方
に
対
応
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管
理

指
針
」
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
①
鶏
舎

で
夜
間
に
一
定
期
間
の
暗
期
の
実
施
、
②

出
荷
時
に
生
鳥
の
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
と
輸
送

の
改
善
、
③
処
理
場
で
適
切
な
ス
タ
ニ
ン

グ
の
実
施
、
④
米
国
の
よ
う
な
動
物
福
祉

評
価
と
第
三
者
監
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
・
実
施
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の

分
野
の
現
状
調
査
と
実
践
に
向
け
た
設
備

改
善
と
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
が
改
善
で
き
れ
ば
、
動
物
福

祉
は
飼
料
要
求
率
改
善
、
脚
弱
防
止
、
着

死
減
少
等
に
繋
が
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を

生
む
し
、
１
９
９
０
年
の
食
鳥
検
査
制
度

の
改
訂
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
２
０
１
４
年
は
国
産
食
鳥
産

業
議
員
連
盟
の
先
生
方
が
米
国
を
訪
問

し
、
日
米
議
員
連
盟
の
議
員
が
養
鶏
産
業

の
共
通
課
題
に
つ
い
て
会
合
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
有
難
い
と
願
っ
て
い
る
。

 


